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1. はじめに 

アジャイル開発プロセスの導入やテスト自動化の強化、

コードレビューの効率化などにより、ソフトウェア開発の

期間が短縮化されている。 

開発者の労力を縮小化する動きがある一方で、顧客から

の要求の獲得には労力を惜しんではならない。しかし、要

求時にソフトウェア開発に精通していない顧客から開発者

に対し、ソフトウェア要求として絵や図などの曖昧な情報

を提示されることが多くある。そのような提示には、要求

が明確に書かれていない。簡単な手書きの絵で顧客の要求

が指定されたとき、作成するべき機能が詳細に書かれてい

ない可能性が高い。さらに、曖昧な要求が指定された場合、

ソフトウェア要求を作成する際に、開発するべき機能を顧

客と開発者の間で合意していく必要が出てくるなど無駄な

作業が生まれ、費用とコストがかかる。無駄な作業が増え

るとソフトウェア開発の効率と生産性が低下する。 

本研究では、要求時に提示される曖昧な情報から顧客の

要求を抽出し、要求に類似した既設計仕様を活用すること

で、顧客の要求にない可能性が高いソフトウェア機能を提

示する手法を提案する。既設計仕様を活用し、要求に無い

ソフトウェア機能を提案することで、開発者の負荷を軽減

する。 

2. 曖昧なソフトウェア要求 

2.1 ソフトウェア開発における曖昧さ 

顧客の曖昧な要求指定はソフトウェア開発において深刻

な問題である。ソフトウェア開発者が要求の曖昧さを認識

していたとしても、開発者の解釈次第で顧客の要求とは異

なるものが決定されてしまう。この要求認識の差異は、ソ

フトウェア開発の失敗に繋がるため、曖昧な情報から適切

に顧客の要求を汲み取る必要がある。 

ソフトウェア開発における曖昧さの原因は「情報の欠如」

と「コミュニケーションエラー」という 2 つの原因がある。

これらの曖昧さの原因に対処する方法は 2 つある。1 つ目

は、曖昧さの防止である。要求に曖昧さが生じないように

するために、正確で一意の意味を持つ文や図を使用して理

解しやすい要求を記述できるようにする方法である。2 つ

目は、曖昧さを検出し解決する方法である。初期の要求に

ある曖昧さを許容し、その後、機械学習などの適切な技術

を使用して曖昧さを検出し解決する。 

 

2.2 自然言語ソフトウェア要求の曖昧さ解決 

ソフトウェア開発の成功は正確な要求仕様に依存する。

しかし、曖昧さを含んでいるものは重大な問題を引き起こ

す可能性がある。中でも、言語的曖昧さを含んだソフトウ

ェア要求仕様は、しばしば語彙的、構文的、意味的、語用

的なあいまいさを含み、誤解やプロジェクトの失敗を引き

起こす可能性がある。そのため、自然言語のソフトウェア

要求の曖昧さ解決に向けて、曖昧さ自動検出に向けた手法

が研究されている。しかし、自然言語だけでなく図や絵の

ような曖昧な情報を含んだソフトウェア要求を提示される

こともある。 

3. 要求抽出と機能提案手法 

3.1 全体の流れ 

本研究では、自然言語のソフトウェア要求ではなく、視

覚情報であるソフトウェア画面から要求を抽出し、既設計

仕様と比較することで、顧客の要求に類似した新規機能を

提案する。 

本研究では、要求が曖昧な手書きの絵や図で表現された

ソフトウェア画面の画像データを物体認識モデルである

Faster-RCNN を用いて機能の要素を検知し、顧客の要求に

無い機能を提案する。物体認識とは、画像の中から特定の

物体の位置、個数、ラベルを認識する技術である。本研究

で、扱うソフトウェア画面の種類はログイン画面に限定し、

要求抽出と新規機能を提案する。本研究の要求抽出と機能

提案の手法概要図を図 1に示す。 

検知した要求であるソフトウェア機能を、WEB 上に存

在する既設計のログイン画面と比較し、要求が曖昧な図や

手書きの絵にはないソフトウェア機能を認識する。顧客の

要求にはなく、他の類似したログイン画面にはある機能を

テキスト変換することで、取り入れるべき機能を提案する。 

 

3.2 ログイン画面の認識 

入力を手書きや図などの要求が曖昧なログイン画面の画

像データとし、Faster-RCNN を用いてログイン画面を構成

図表の文字は 9ポイントを目安に 

行内の図やキャンバスは「FIT図」スタイル 

図 1 手法概要図 
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する各機能に相当する領域を検知する。今回扱うログイン

画面の画像データの内、表 1 に示した既設計のログイン画

面にある 9 つの機能を指定し、その機能を検出するように

学習させる。 

Faster-RCNN は各機能に対応するクラスラベルと確信度

を表す Confidence Score、そしてバウンディングボックス

の座標を出力する。この出力を使って、要求が曖昧なログ

イン画面の画像データに含まれるソフトウェア機能の領域

を視覚的に捉える。図 2 は、要求が曖昧な手書きの絵に含

まれるソフトウェア機能を Faster-RCNN を使って認識させ

たものである。この手書きの絵には、「ロゴの表示」と

「ログイン ID 入力」、「パスワード入力」、「ログイン

実行」という機能が含まれており、機能別に色分けされた

バウンディングボックスの上部に表示されている数値が認

識された領域がそれぞれの機能である確信度を表している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.3 手書きの絵に無いソフトウェア機能を抽出 

要求が曖昧なログイン画面と既設計仕様を比較し、手書

きの絵に無いソフトウェア機能を抽出する。要求が曖昧な

ログイン画面画像にはないソフトウェア機能を抽出するに

は、Confidence Score に閾値を設定し、確信度の大きさで

ソフトウェア機能の有無を判定する。 

Confidence Score の閾値を 0.5 と設定し、0.5 以上と認識

されたソフトウェア機能は要求に含まれていると判定する。

Confidence Score が 0.5以下と認識されたものを要求に含ま

れていないソフトウェア機能とし、要求に含まれていない

と判定した機能を新規機能として抽出する。 

図 2 で認識されなかった機能を、既設計仕様には含まれ

ていて、顧客の要求に含まれていない機能推定し抽出する。 

 

3.4 ソフトウェア機能のテキスト変換 

 抽出した要求が曖昧なログイン画面画像に含まれていな

い機能をテキストとして出力する。機能名に関するラベル

を顧客が理解しやすい具体的なテキストや要求仕様書に近

いテキストに変換することで、要求に類似した新機能を提

案する。 

 

4. おわりに 

本研究では、ソフトウェア開発における曖昧な情報から、

既設計ソフトウェアを活用して、顧客の要求に類似した機

能を提案することを考えている。 

本研究により新規要求に類似した機能提案が可能になれ

ば、その提案を基にソフトウェア開発を進めることができ、

時間短縮や労力の軽減に繋がる。更に既設計ソフトウェア

の画面ではなく、ソフトウェア仕様書を比較対象とするこ

とで、過去の仕様書に基づいた機能提案を実現できる。 
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図表の文字は 9ポイントを目安に 

行内の図やキャンバスは「FIT図」スタイル 

図 2 ログイン画面の機能認識 

 

表 1 ログイン画面上の機能 
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